第6章 運輸・通信

１　陸上運輸

陸上運輸

　江戸時代の運送業者としては、泊村にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かぎや),鍵屋)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こざかや),古酒屋)などがあって、宿場問屋を兼業していて、海陸共に手広く営業していたようである。

　明治38年5月、国鉄泊駅が開設されると、駅前に eq \o\ac(○,通)運送店（代表者河田友平）と eq \o\ac(○,運)運送店（代表者山口長一）の2店が、いち早く開業した。

　この両店は、昭和の初めごろ合併して、泊運送合資会社を設立、昭和13年、泊―北条間の同業者が合併して、東伯通運株式会社となった。

　昭和20年には、日本通運株式会社（日通）に吸収され、その一翼を分担することになった。戦後昭和45年ごろまで続いた泊営業所も、業務縮小を余儀なくされ、ついに廃止となった。
　貨物自動車による運送業者は、園の角運送店（代表者角安信）が泊村では最初で、昭和4年に開業した。50年間近い営業の末、昭和52年に廃業した。

　昭和8年、泊に（現在の泊村役場のある所）米国製シボレー4トントラック（新車1台980円）1台で、明里運送店（代表者明里高子）が開業、昭和19年に国策上やむなく因伯運送株式会社に合併、昭和30年ごろ廃業した。

　戦後になってからは、泊駅前に eq \o\ac(○,は)運送店（代表者林虎雄）が創業、昭和39年ハイヤー部を併設したが、その後、貨物自動車部門は廃業している。

　明治10年代の終りごろには、泊に人力車が8輌あった。当時の人力車は、人物、紋などを描いた美しいもので、鳥取・米子などの遠方まで通して行くことは珍しくなかったという。

　同じころ馬は泊に14頭、園に7頭いて、江戸時代から引続き、人や荷物の運搬に当っていた。荷物（主として木材運搬）を運搬する馬車は戦後も数台いたが、自動車の普及にともない、姿を消して行った。
　人力車は大正の末まで、駅前で3台が営業していたと古老は話している。

　倉吉に乗用車が入って来たのが大正7年だが、泊村では、昭和の初め普通乗用車が、泊駅から橋津までの間を、バスとして走っていた。

　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さんど),三度)といわれる広い意味の運送業者もあった。現在の便利屋で、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さんど),三度)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひきゃく),飛脚)の略称であって、日に3度通ったのでこの名がある。三度飛脚がかぶったEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かさ),笠)を三度笠といった。泊地区でも、国鉄山陰線が開通してからは、他人の依頼を受けて鳥取や倉吉に行き、注文の品を求めて帰る便利屋を職業とするいわゆる「三度さん」があり、住民から親しまれていた。これは、昭和20年代まで続いた。その仕事の内容は様々で、手紙、小包、小型農具、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みの),蓑)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かさ),笠)、薬品、食料品一切、衣料品、洗濯物、機械器具の部品の買物、時には修理などなんでも引受けた。
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